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地球は水の惑星と言われている。太陽系の中で太陽から絶妙な距離に位置 し、年間平均

気温 15° C、 人気と水に恵まれた楽園と言える。

しかし世界を見ると、 20億人もの人々が水飢饉の中にあり、今後人口増加、食糧増産

経済発展に伴 う工業化が進むと、2025年 には世界人日の2/3が水不足に悩まされると言

う。また、中東の終わりなき戦いも背景には水利権の政治問題が絡み、欧州諸国でも河川

が国境を越えて、国と国との利害対立が深刻になっている。

こんな中で日本は世界で最も水に恵まれた国であり、この自然生産物をあまね く享受 し、

工業・ 農業・ 生活、豊かな森林、自然の景観保持に天意を受けている。

特に生活水は、蛇口を捻れば容易だし、水源は天の配剤を森林がタンクの役割を、絶え

る事のない河川、地下水が生活帯を潤す。正に瑞穂の国と言われる所以である。

この「命の水」を人間が使えるのは、地球の保有する水量の僅か 0。 7%で あることを

知っておく必要がある。 (次表参照 )

大気   0.001%   河川水  0.0001%

地下水  0.62 %  氷河・氷雪 2.15  %

淡水湖  0.009%    海  97.2   %

今、日本人は飲料水を水道水から直接飲む人は40%、 大半の人は ミネラル ウオータ

ーもしくは蛇口に浄水装置を通 して利用 している。なぜなら臭い、まずい、健康に良 くな

いと言 った理由である。私など深夜酒に酔 って蛇日にキスした頃が懐かしい。

大和川は汚染度ワ,ス ト ランクにあるが、ここ数年著 しく改善されつつあるものの全

国レベルが向上 し、ワーストの汚名が拭えない。大和川流域の廃水は、全体の87%の内

奈良県の生活域が85%を占めており、下流域に対する奈良県人の良議が間われている。

浄化技術にも限界があり、合成洗熱、食物油などむやみに排水することを自党し、生活

習慣として身につけたいものである。うまい水をほしければ、市民の足元から浄化すべき

と思うが、いかがなものか。節水と排水、ここに
｀
も日本人の心が問われている。

日本には昔からカッ/N°の伝承が各地にある。

たものだが、最大の特徴は頭にある皿である。

日本の国土の上にはたくさんの山々があり、

える事となる。

ヵッパは [水 の神Jと して日本人が創造 し

皿に水がな くなるとカッパは死ぬ。

この山が枯れるとき、日本の国は終焉を迎

次号からゴミ問題を考えます。
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7月度例会  生駒路 樹林観察 Ⅲ に参加して

弓 場 京 子

集合時は昨夜来の大雨と梅雨と事の暑さも重なり、参加者は8名と小人数でしたが天気は快晴

で「生駒出□神社」の素晴らしい鎮守の森からスタートいたしました。棚日の稲も生育は良く、

カラスピシヤクの群生を観ながら元山上・千光寺の庭で昼食と水分の補綸を充分に取り、樹間の

鴫川渓流沿いにのんびりと鴫川峠へ。さらに花期もそろそろ終りのオカトラノオの咲<尾根道を

大原出に向い、頂上の東屋で涼しい風に打たれて大体止。

東屋からは「日本の道百選」・暗峠の『峠茶屋』の湧き水

で喉を潤して、無事に解散いたレました。なお、下山は

暗峠より旧・奈良街道を下つて西畑町の棚田を俯磁し、

標高300mの散策道を近鉄生駒駅まで脚を伸ばして矢田

丘陵や平城山の眺望を楽しみました。

御担当の古川様 お世話を戴き有難う御座いました。

峠茶屋で一旬 戴きました。

夏風や せなを押されて ヰ茶屋

おケ嶺 (くらがね)や  仏と鬼と ホトトギス

くらがりを 鬼も重レし 夏の寺

秀 夫

祐 司

厚 次

[コース] 近鉄・東山駅=緑ケ丘小学校…生駒山□神社…千光寺…鴫川峠…大原山

(府民の森)…暗峠…西畑町 〔いこま棚田クラブ作業場〕…・返鉄。生駒駅

| [参力0者 ] 川丼.古サIL弓場。林.織.福谷.吉村`弓場. 計 8名

t__里 _壺 1_1__■ __を1_________

近畿自然歩道 まほろばの道

・・・・栄山寺と花の寺を訪ねる。・・・

西 健吉

7月 20日 吉野下市を10時 40分奈良交通のバスで阿田町で下車。暑い最中

参加者 11名元気に歩き始める。

舗装された道、変化に乏しくただ黙々と暑い中歩くのみ。原町を過ぎ右折すると

やっと木陰に入り歩きやすくなる。岩場に生えたウツギとマルバウツギの違いを

教えてもらう。また、この付近の岩盤が斜めに走つており、約7000万年前の

ものとのこと。反対側の川寄りに大きな菩提樹の本、五条の金剛寺にもあるとの

こと比べてみたい。
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約 2時間眼下に吉野川を見下ろす水辺の広場で昼食。シヤーベット状のグレー

プフルーツ、キャビヤの差し入れ。思わぬ珍品に舌鼓を打つ。本当に有難 うござ

いました。食事も済んで元気百倍栄山寺を目指す。

途中大きなクヌギの本にたくさんのカナブンが樹液を求めて群がっていました。

また別の本には玉虫、蝶。本陰の中吉野川を左に見、国道に出て栄山寺に着く。

拝観時間20分、一人を除いて残りは冷房の効いた茶房栄山寺へ・・・約 30分

金岡1寺へ山門前に目的の書提樹を観察。今度は本堂へ、ご住職の説明を開き、ご

本尊の薬師如来他の仏様を拝観。枯山水の庭、

大山蓮華、牡丹、石楠花、あやめ等季節

毎にいろいろの花が見られる花の寺とし

ても有名。秋にもう一度訪れてみたいお

寺です。

予定通り4時過ぎ」R五条駅に

くたくたになつて到着。

行事報告

近畿自然歩道 。まほろばの路

第 4回 栄山寺と花の古寺をたずねる路

実施日  7月 20日 (水) 晴れ 猛暑

場所   下市口集合バス西阿田～栄山寺～金隔寺～ JR五條  解散

参加者  福谷、林、吉村、川井、西、砂山、弓場 (京)、 小森、篠原、宮沢、高橋

小山、豊島、弓場 (厚)、 寺田 (担当) 15名  (下見を含む)

予定時刻に出発.吉野川の流れをちらちら見ながら観察.水辺の広場にて昼食。

四阿、 トインがあり、ゆつくり休憩、古利栄山寺に参拝。ま野川を越え五僚市内へ

花の寺「金剛寺」にて寺の歴史、花の時期等の説明を受けお参りをする。

境内には、菩提樹、自檀 (樹齢 300年 といわれている。ビヤクダンについても

植物学としては定かではないとのこと〕等を観察 .

16時 29分発の JRに乗車JR五條駅前にて感想会後解散、帰途。

「皆さんのお声」

暑かつたが、よく歩けた。五條の文化に触れることが出来た。吉野川を身近に感じ

た。金田寺が素晴らしかつたo四阿での休憩が爽やかだつた。キヤビヤがおいしな

った (弓場さん ごちそうさま)_ボダイジユとシナノキの同定が出凄上_

ほとんどが舗装道路であつたが吉野川の土手の地道が有り難かつた。 f・L(寺田記)
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夕の知識 いろい

【万葉集の種物】 いちひ (イ チイガシ)

寺田正博

…… あしひきの この片山に 二つ立つ 操が本に 梓弓 八つ手扶み…… (長歌)

乞食者詠 (ほかひびとのうた) 16-3885

春日大社神苑の池には浮舞台があり、その背後にイチイガンの巨木があります。

目通り (高さ1.5mの部分の幹周)が 3mを超える春日大社境内の23本が昭和56年

2月 12日 に「春日大社境内のイチイガシ巨樹群Jとして奈良市指定の文化財 (天然記念

物)となった。この巨樹もその内の 1本です。この歌のイチイガシは平群の片山にありま

した。歌は長歌で、「この片山に二本立っているイチイガシのもとで、梓弓を持ち鹿を待

っていると、雄鹿が現われて嘆くことに、もうすぐ私は死にますが、天皇のお役に立つで

でしょう、角は御笠の飾りに一」と続きます。鹿の嘆きの歌のようですが、実は、鹿の人

間への奉仕をことほぐ歌です。

「乞食者」とは、祝福の詞章を振りに合わせて唱える巡善の者で、鹿や蟹のかぶりものを

して、服従を誓い、視福する芸能を演じた.

ィチイガシは、関東以西の曖地に生える常緑高木で、高さ30mにもなる。業は長さ

6～ 15mで裏面に黄褐色の毛が密生する。五月頃、新しい枝の下部から、黄褐色の準花

を多数つけた 5～ 1 5olの 尾状花穂をたらす。果実 (ド ングリ)はその年の秋に熟し、食

用になる。材は堅く、
′
建築器具などとして用いられる。古くは船の格、槍の柄の道材とレ

て広く利用されてきた。また笏も作られた。

礫と書く他、伊智比とも書く。実用性はあつたが、特に日立つ木でもなく平安時代以降

の文芸作品には、ほとんどとりあげられていないそうである。

参考引用文献  「万葉植物事典J北隆館、「万葉集の植物」僣成社、,

「万葉集を知る事典」東京堂出版、「奈良公園の植物」北川尚史 他

③③③
★ 6ノ19飛鳥川で夕方ゴイサギを間近かで見ました。こんなに側でじつくり見たのは初めて

でした。

7/6白橿町でアプラゼミの初鳴き ・7/10ヒ グラシが鳴きました

7ノ15ク マゼミが鳴き出しました

した。

7/20西大寺のアオバズクのひなが 4羽無事巣立ちました。

(齋藤)

(齋藤)

6/28 AM715竜 田川の河原で3羽のスズメが声を揃えて鳴いています。合唱している

のかと思いました。次々と増えて、鳴き声も大きくなつていきます。不思議に思つてよ

く見ると、スズメたちは一列に並び必死で鳴いています。前には大きなヘビが 。00・

何を護つたのかは判りませんが、こんなに力をあわせるのに感動しました。 ′(勝 田)

7′13三室山の梢でカフラヒワが 2わ求愛給餌をしていました。ばつちり写真に撮りま

(勝田)

(ノJヽ 日)☆

★ 8/6平城旧跡いつもの芦原で 17時頃ツバメのネグラ入り探鳥会があります。

お問い合わせは 小田へ                        (小 田)
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